
○第２期渋川市まち・ひと・しごと創生総合戦略における主要事業一覧（令和６年度）
１　基本目標、施策の基本的方向一覧

№ 基本目標 № 施策の基本的方向

「しごと」づくり
1 魅力ある農業の振興と人材育成

2 地域ブランドの確立と関連産業の振興

3 地域を担う中小企業など市内産業の支援と人材育成

「ひと」の流れづくり
1 伊香保温泉を核とした観光戦略の推進

2 スポーツや教育・文化による交流人口の拡大

3 企業立地基盤の整備と企業誘致の推進

4
東京圏等からの移住・定住と市民の市内定着・回帰の促進及び関係人口の創
出・拡大

1 生活基盤の確立

2 結婚・妊娠・出産・子育ての支援

3 誰もが活躍できる地域づくり

4 教育環境の充実

5 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

「まち」づくり
1 地域拠点の活性化とネットワークづくり

2 安全で快適な暮らしを支える社会基盤整備

3 健康づくりの推進と医療・福祉の充実

4 効率的な行財政運営の推進

1

渋川市の特性をいかした産業振興による雇用創出と人材育
成

2

交流人口の拡大、企業誘致、移住・定住の促進、関係人口
の創出・拡大

3 結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえ、誰もが活躍で
きる地域づくり

切れ目のない総合的な地域づくり

4

時代に合った活力ある安全・安心な地域づくり
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

1 1 1 農業次世代人材投資事業

経営の不安定な就農初期段階の青年農業者に対し
て経営開始型の人材投資資金を交付し、就農意欲
の喚起と就農後の定着を図る。

完了

継続交付対象者　2人

- 農政課

※令和6年度から「新規就農者
育成総合対策事業」に統合

2 1 1 ○
新規就農者育成総合対策
事業

地域の担い手として期待される次世代の農業者の
育成及び確保を図るため、就農後の経営発展のた
めに必要な機械・施設の導入等の取組の支援や、
就農直後の経営確立に資する資金を交付する。 着手

経営発展支援事業　1件
経営開始資金　2件（うち夫婦型１件）

8,392 農政課

※令和6年度から「農業次世代
人材投資事業」を統合

3 1 1 農業経営力向上支援事業

農業において地域の中心となる経営体を育成・確
保し、農業経営の法人化及び集落営農の組織化を
支援する。

継続

1件実施
担い手支援（スキッドステアローダー、
ベールグラブ導入）

1,542 農政課

4 1 1 農地中間管理事業

農地中間管理機構（群馬県農業公社）が農地を借
受け、効率的にまとまりのある形で農地を利用で
きるように配慮し、担い手等へ貸し付け、一定の
条件に達した場合に地域農家に対し協力金を交付
する。

継続

新規機構集積協力金対象面積 0a
新規集積面積 約1.7ha

10 農政課

5 1 1 産地パワーアップ事業

地域の営農戦略に基づいて実施する産地としての
高収益化に向けた取組を総合的に支援する。

継続

事業要望なし

0 農政課

6 1 1
遊休農地活用推進モデル
事業 

遊休農地の解消と、地域住民で組織する任意団体
による農地の維持管理を、継続的に行えるモデル
を構築する。

完了

2件実施
金井地区 18.2a（人参、たまねぎ等）
八木原地区 30.7a（花き類）

- 農政課

※令和6年度から「遊休農地再
生利用事業」に統合

7 1 1 ○ 遊休農地再生利用事業

遊休農地関連の事業を総合的に見直すこととし、
事業内容についてはそれぞれの事業の課題を整理
し、対象者及び対象農地について広範囲での受け
入れが可能となる事業とした。 着手

事業要望なし

475 農政課

※令和6年度から「遊休農地活
用推進モデル事業」を統合

8 1 1
経営継承・発展等支援事
業 

地域農業の中心である家族農業経営をはじめとす
る農業の担い手に対する経営継承を確実に実施し
ていくため、経営継承者(農業者の子息等）を支援
する。
地域の中心経営体等の後継者が、経営継承後の経
営発展に関する計画を策定し、同計画に基づく取
組を行う場合に必要となる経費を支援する。

継続

要望2件、不採択

0 農政課

※採択時に予算計上する

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。
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9 1 1 ○ 農業ふれあい体験事業

野菜づくりを通じて農業への関心を高めるととも
に理解の醸成を図るため、野菜作りの未経験者や
初心者が気軽に体験できる体験農園を開設する。

未着手

令和6年度より新規実施

2,026 農政課

10 1 1 ○ 農業経営安定支援事業

農業者の経営安定を図るため、収入保険へ新たに
加入する農業者に対し、保険料の一部を助成す
る。

未着手

令和6年度より新規実施

1,000 農政課

11 1 2 ○
ふるさと渋川応援推進事
業

渋川市のまちづくり等を応援するふるさと応援寄
付金の促進を図るとともに、市内特産品等をＰＲ
する。
ふるさと納税ポータルサイトの管理、返礼品開発
及びプロモーション業務を一部委託する。
地域のブランド力向上のため、市内企業と連携
し、体験型などの新たな返礼品を開拓する。

未着手

令和6年度より新規実施

222,031 広報室

12 1 2
農産物地域ブランド推進
支援事業

農産物の地域ブランド産地化の取組、農業生産工
程管理の意識付けを促すなどの指導員育成を支援
する。

継続

GAP指導員基礎研修補助金　0件
出荷用包装資材補助金　0件
振興作物導入事業補助金　0件

439 農政課

13 1 2 竹林整備事業

放置竹林の解消を目的とした竹林整備、また、竹
林整備を行う市民に対し、竹粉砕機の貸出を行
う。

継続

竹粉砕機貸出　延べ48件
竹林整備面積　0.13ha

3,810 環境森林課

14 1 3 中小企業支援事業

令和元年度の検討結果等を踏まえ、早期着手すべ
き支援策を実施する。
中小企業振興会議を継続して開催し、随時中小企
業者、経済団体等の意見聴取に努める。
市民向けの購買行動に関するアンケート調査など
により現状の把握に努める。

完了

市内事業者の実態や課題を把握し、適切
な支援策等を検討するため、年２回の中
小企業振興会議を実施する。

－ 産業政策課

※令和6年度から「中小企業経
営改善普及事業」に統合

15 1 3 ○
中小企業経営継続強化促
進事業

中小規模事業者に対し健全な経営基盤の確立を促
進し、中小企業の振興を図り、もって地域経済の
活性化及び市民生活の向上に寄与する。
中小企業相談所を設置する事業を支援する。
中小企業振興会議を開催し、市内事業者の実態把
握と支援策の検討を進める。

未着手

令和6年度より新規実施

975 産業政策課

※令和6年度から「中小企業経
営改善普及事業」と「中小企
業支援事業」を統合

16 1 3
ぐんま技術革新チャレン
ジ事業

群馬県との連携事業
地域産業の振興に寄与する中小企業者が行う新製
品・新商品の開発に要する経費について、市と県
が連携して補助金を交付する。 継続

採択件数　1件

400 産業政策課

※令和3年度までは「ぐんまDX
技術革新事業」として実施
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17 1 3
工業技術振興交流会実施
事業

市内に立地している事業所の代表者及び幹部社員
等が、工業に関する課題等について意見及び情報
交換を行い交流を深めることによって、地域の特
性を活かした魅力ある地場産業製品の開発や技術
向上のための研究・マッチング・産学官金の連携
等の活性化を促す。

継続

視察研修の実施　参加者10名
SDGsに係る講演会の実施　参加者19名

117 産業政策課

18 1 3
創業支援の相談窓口の運
営

市内で創業しようとする者に対し、市、渋川商工
会議所、しぶかわ商工会、地域金融機関等が連携
し、様々な創業時の課題を解決するとともに、創
業後の支援を行う。 継続

相談件数　23件(令和5年1月末時点)

0 産業政策課

19 1 3
地場産業後継者育成支援
事業

本市を代表する伝統工芸品である創作こけし産業
は、高齢化が進み後継者が不足しているため、地
域おこし協力隊制度を活用し後継者育成を支援す
る。 継続

第６５回全日本こけしコンクールにて、
大野隊員が、第３部（創作こけし）で前
橋市長賞受賞
第６４回全群馬近代こけしコンクールに
て、大野隊員が、第1部（創作こけしの
部）で内閣総理大臣賞
阪口隊員が令和５年度独立開業

6,972 産業政策課

20 2 1 ○ 地域の魅力総合発信事業

市が実施する各種プロモーション業務を統合し、
総合的に取り組む事業。
日本のまんなか しぶかわ応援大使やフィルムコ
ミッション、ぐんま愛の広告掲載などを実施。
令和６年度から新たに「しぶかわ推し」の登録や
インフルエンサー等を活用した市の魅力発信を開
始予定。

継続

新たに2人の「日本のまんなか しぶかわ
応援大使」を委嘱。フィルムコミッショ
ンは40件の撮影を支援。上毛新聞掲載記
事「ぐんま愛」は市美術館のオープンを
伝える特集を掲載。その他、ＪＲ東日本
の車内誌トランヴェールへの広告掲載や
新宿アルタビジョンでのＰＲ動画放映な
どを実施。

4,199 広報室

21 2 1
渋川市ＰＲ動画情報発信
事業

動画による市の魅力発信を行うため、四季ごとの
プロモーション動画や文化、観光などをテーマと
したショートムービーを作成し、インターネット
等で全国に発信する。 継続

公募型プロポーザルにより動画の企画等
を募集・審査し、２本の動画を制作。
・こけしや観光地が登場するショート
ムービー（10分）
・お笑い芸人が登場し、コミカルに渋川
市の認知度向上を図る動画（1分）

3,119 広報室

22 2 1
伊香保温泉石段街観光案
内所運営事業

本市の観光資源の核である伊香保温泉のバス待合
所内で観光案内をすることにより、観光客への情
報提供並びにおもてなしを強化し、観光客の満足
度向上を図り観光振興に寄与する。案内業務を地
元の観光ボランティアガイドに委託することで、
地域の人材の活用・育成に努める。

継続

コロナ禍後、伊香保温泉を訪れる観光客
は回復傾向にあり観光案内所を利用する
観光客も増えている。
また、コロナ禍を受け多様化する観光ス
タイルに対し充実した観光案内を行いお
もてなしの強化に努めている。

424 観光課

23 2 1 観光宣伝実施事業

群馬県が主催する各種観光キャンペーンや首都圏
を中心とした観光プロモーションに参加し、国内
旅行客及び外国人旅行客の誘客を図る。また、群
馬デスティネーションキャンペーンと連動し、県
内外の観光イベントや旅行エージェントとの商談
会へ積極的に参加し、渋川市への誘客促進及び知
名度の向上を図る。

完了

観光パンフレット（外国語版を含む）を
印刷した。
伊香保石段街において、無料Wi-Fiス
ポットの管理運営及びネットワークカメ
ラの管理運営を行った。
赤城山サイクルツーリズムを実施した。

－ 観光課

※令和3年度から「群馬DC実施
事業」「観光宣伝トップセー
ルス実施事業」「伊香保温泉
DC関連イベント支援事業」を
統合
※令和6年度から「観光ＰＲ推
進事業」に統合
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24 2 1 ○ 観光ＰＲ推進事業

観光ＰＲ推進事業（渋川伊香保温泉観光協会）に
対し補助金を交付し、渋川市全域の観光情報をき
め細かく情報発信するとともに観光事業の振興を
図る。 継続

渋川市の観光情報を新聞雑誌等に広告掲
載した。
誘客宣伝として、河鹿橋ライトアップな
どのイベントを実施した。
宣伝資料として各種ノベルティを作成し
た。

25,431 観光課

※令和6年度から「観光宣伝実
施事業」を統合

25 2 1 観光戦略推進事業

第2次渋川市観光基本計画に基づく各施策の効果的
な実施について関係団体からの意見を聴取すると
ともに、本市観光拠点において多言語対応した情
報発信媒体を整備するほか、漫画やアニメを活用
した観光周遊促進等、戦略的な観光施策の推進を
図る。

完了

アニメツーリズム推進を推進するため、
本市が舞台となったアニメを活用しロー
プウェイラッピング・コラボスイーツ販
売を実施した。
伊香保石段街に設置したIOTゴミ箱の維
持管理を行った。

－ 観光課

※令和6年度から「アフターコ
ロナ観光未来戦略推進事業」
に統合

26 2 1 ○
アフターコロナ観光未来
戦略推進事業

アフターコロナを見据え「第３次渋川市観光基本
計画」のメインテーマ「歴史を感じる 新たな魅力
の再発見 ～観光未来戦略～」を総合的に進める。
本事業では、頭文字D・美男高校地球防衛部を中心
としたアニメツーリズム推進、歴史・文化・アー
トを活用した事業実施及びインバウンド対応を活
動の主とする地域おこし協力隊員の採用に取組
む。

未着手

令和6年度より新規実施

15,437 観光課

※令和6年度から「観光戦略推
進事業」「伊香保アートイベ
ント実施事業」「日本版DMO支
援事業（地域おこし協力隊員
活動支援に関する予算）」を
統合

27 2 1
渋川伊香保温泉手ぶら観
光実施事業

交通事業者や配送事業者と連携のもと、旅行者の
荷物を渋川駅で預かり各旅館に配送する「手ぶら
観光事業」に対して補助する。
実施主体は一般社団法人渋川伊香保温泉観光協
会。
荷物1個あたりの配送経費のうち利用者負担分を除
いた額を補助する。

継続

交通事業者や配送事業者と連携のもと、
旅行者の荷物を渋川駅で預かり各旅館に
配送する「手ぶら観光事業」に対して補
助を行った。
実施主体は一般社団法人渋川伊香保温泉
観光協会。

500 観光課

28 2 1 ○
公共交通で行くしぶかわ
エコ旅応援キャンペーン
事業

自家用車を使用しない「環境に配慮した旅」を促
進するとともに、物価高騰等を背景に予想される
観光需要の冷え込みを下支えするため「公共交通
で行くしぶかわエコ旅応援キャンペーン」を実施
する。県外から鉄道及び高速バスを利用し、対象
宿泊施設に宿泊された方に渋Payポイントを付与す
るもの。

継続

観光閑散期の令和5年9月1日から9月30日
の間及び令和6年1月9日から2月21日の間
キャンペーンを実施した。令和5年度に
ついては、県外から公共交通機関を利用
し市内の対象施設に宿泊した方に、渋
Pay2,000ｐｔを付与した。

31,020 観光課

29 2 1 ○
観光施設心のバリアフ
リー推進事業

市内で宿泊施設を経営する事業者に対し、観光庁
がバリアフリー対応などに取り組む姿勢のある観
光施設を認定する「心のバリアフリー認定制度」
の認定を受けるための支援として、制度に関する
セミナーを実施する。

未着手

令和6年度より新規実施

330 観光課

30 2 2 まちづくり事業

（公財）渋川市まちづくり財団が実施する、公共
施設を活用した新たなイベントの開催、しぶかわ
スポーツクラブの活動等に対して補助を行い交流
人口の拡大を図る。 継続

（公財）渋川市まちづくり財団が実施す
る、イベントやしぶかわスポーツクラブ
の活動等に対して補助金を交付した。

70,403 政策戦略課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

31 2 2 中村緑地公園整備事業

あらゆる世代が健康づくりやスポーツに親しめる
広場として、本格的に利活用するための整備を実
施する。

継続

中村緑地公園基本計画策定業務を実施。
（令和4年度から繰越）

3,374 都市政策課

32 2 2 ○ 部活動地域移行推進事業

学校部活動の地域移行に向けた検証のため、群馬
県が実施する運動部活動の地域スポーツクラブへ
の移行に係る実証実験を実施する。
学校部活動のあり方について、部活動地域移行検
討委員会において協議する。

未着手

令和6年度より新規実施

2,879 学校教育課

33 2 2 ふるさと渋川再発見事業

郷土の偉人等を顕彰する企画展示を開催する。

継続

へそ祭りの第40回記念の企画展として
「渋川へそ祭りの歴史～へそを通したま
ちづくり～」を、郷土の偉人を顕彰する
企画展として「周休竹渓顕彰展」を開催
した。また、2月から企画展「しぶかわ
の縄文土器」を開催。

656 生涯学習課

34 2 2 美術館移転事業

市役所第二庁舎への移転に係る第二庁舎の改修工
事等を実施するとともに、常設展示室等への備品
購入等を行い、令和５年度中に新美術館を開設す
る。 完了

移転に係る建築工事、電気設備工事、機
械設備工事及び備品購入等を行い、令和
6年3月3日にリニューアルオープンし
た。 - 美術館

※令和5年度をもって廃止

35 2 2 ○ 企画展示実施事業

市民等に様々な分野の美術作品を鑑賞する機会を
提供するため、郷土にゆかりのある作家展、現代
美術作家展、若手作家展、子どもを対象とした
アート展、市収蔵作品展、渋川を愛でる美術展を
開催する。

継続

令和6年3月3日リニューアルオープンと
同時に、開館記念展第１弾として「渋川
を愛でる美術展2024」を開催。

2,719 美術館

36 2 3
地域新エネルギービジョ
ン推進事業

渋川市地域新エネルギービジョンの総合評価で有
望と評価された「太陽光」「バイオマス」などを
活用したエネルギーの利用を推進する。

継続

渋川市地域新エネルギービジョンの中か
らバイオマス部分を抜き出した渋川市バ
イオマス活用推進計画について、令和4
年度実績の点検を実施した。 0 環境森林課

37 2 3 企業誘致促進事業

既存の市内企業のフォローアップのため展示会出
展費用補助や工場の新設、増設、雇用促進等に対
する奨励及び情報収集のための企業訪問を実施す
る。 継続

工場等設置奨励金：新設3件、増設1件
展示会等出展支援補助金:3件
企業進出促進補助金:1件
企業進出促進補助金チラシ作成：500部
　　　　　　　　　　　　　　　　 等

27,617 産業政策課

※令和5年度から「新産業立地
推進事業」、「しぶかわ企業
進出促進事業」を統合

38 2 4
Ｋｉｒａｒｉしぶかわ発
行事業

交流人口の増加を目的に市の魅力発信を行う情報
紙を作成する。

継続

Ｋｉｒａｒｉしぶかわ第5号を令和5年10
月に20,000部発行した。
市内外の観光施設等で配布したほか、本
市出身の県外在住者に送付した。 660 広報室
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

39 2 4 ○ 県外通学学生応援事業

東京圏にある大学等に市内から公共交通機関を利
用して通う学生に対し、通学に係る費用を補助す
る。

未着手

令和6年度より新規実施

5,400 市民協働推進課

40 2 4 東京圏移住就業支援事業

地方の人口減少対策と担い手不足の解消を目的と
して、東京圏から本市に移住して、就業・起業す
る人に移住支援金を交付する。

継続

交付件数1件（単身）

4,200 市民協働推進課

※令和3年度は「移住定住支援
事業」として実施
※令和4年度から再び本事業と
して実施
※令和5年度まで「渋川市移住
支援金事業」として実施

41 2 4
移住促進地域活力創造事
業

本市の魅力を広く周知するため、移住準備のため
の宿泊費補助や、パンフレット等啓発資料を作成
する。
空き家を活用し、移住希望者に貸出す滞在型移住
体験施設を整備する。 継続

移住相談会への参加等の移住啓発活動を
実施した
移住希望者等に対する情報発信のため、
移住特化型サブサイトを充実させた
移住希望者お試し滞在費補助金を4件交
付した。
「渋川市長期滞在型移住体験施設」開設
に向け空き家を修繕した。

38,454 市民協働推進課

※令和3年度は「渋川市移住支
援金事業」、「移住者住宅支
援事業」を統合
※令和4年度は再び「渋川市移
住支援金事業」、「移住者住
宅支援事業」を分けて実施
※令和5年度まで「移住定住支
援事業」として実施

42 2 4 移住者住宅支援事業

本市の人口減少を抑え、定住人口を増やすことに
よる地域活性化を目的として、住宅を取得し、市
外から転入する人に助資金を交付する。

完了

交付件数86件、移住（転入者数）225人

- 市民協働推進課

※令和3年度から「移住定住支
援事業」として統合
※令和4年度から再び本事業と
して実施
※令和6年度から「移住促進地
域活力創造事業」に統合

43 2 4 定住者生活支援事業

移住定住推進の支援として、婚姻届を提出し受理
された夫婦及びパートナーシップ宣誓をしたカッ
プルの新生活を応援するため、市内の新居へ引っ
越した場合の費用補助として支援金を交付する。 継続

令和6年1月31日現在、交付件数33件、移
住（転入者）29人

9,700 市民協働推進課

※令和5年度までは「移住定住
新生活応援事業」として実施
※令和6年度から「空家跡地活
用定住者住宅支援事業」を統
合

44 2 4 ○
地方移住・就活学生支援
事業

東京圏からの移住促進を図るため、移住支援金を
交付する。
対象者：東京23区在住者又は在勤者で移住・就業
要件を満たした者
基本額：2人以上の世帯1,000千円、単身世帯600千
円
加算額：子ども1人当たり1,000千円

未着手

令和6年度より新規実施

4,200 市民協働推進課

45 2 4
住宅エコリフォーム支援
事業

脱炭素化社会実現に向け、住宅の省エネ化を推進
するため、住宅の省エネ化リフォームする者に対
し補助金を交付する。

着手

住宅エコリフォーム補助件数　162件
（R6.3.4時点）
申請予想件数　170件

12,000 建築住宅課

※令和4年度まで「住宅リ
フォーム促進事業」として実
施
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２　主要事業一覧

No.
基本
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「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

46 2 4 空家活用等支援事業

空き家の利活用を促進し、良好な市街地の形成と
定住の促進を図るため、空き家のリフォームを行
う者及び空き家を解体する者に対し補助金を交付
する。 継続

空家リフォーム補助件数　6件
空家解体補助件数　43件

11,000 建築住宅課

47 3 1
子育て環境づくり推進事
業

子育て支援総合センターに子育てコンシェルジュ
を配置し、出産や子育てに関するサービスの情報
提供や子育て世代の就労を支援する情報発信を行
う。
また、赤ちゃんの駅の利用促進と整備に関する補
助を行い利用促進、登録施設の増加を図る。

継続

子育て支援ウェブサイト閲覧数
89,381件
赤ちゃんの駅　123施設
（※令和5年12月末時点）
※子育てコンシェルジュによる情報提
供・相談業務は、こども支援課に移管

1,394 こども政策課

48 3 1 ジョブサポート推進事業

就業援助相談員により、内職の斡旋及び求人情報
の収集や求職相談における求人情報の提供を行
い、女性の就労を促進する。
また、キャリアカウンセラーにより、就職、再就
職の相談等、幅広い年代を対象とした支援事業を
実施する。

継続

渋川すこやかプラザ内で、週2回、就業
援助相談員による内職相談を実施した。
就職相談窓口（ジョブサポート渋川）を
渋川市消費生活センターに開設し、月1
回就職相談を実施した。また求職者向け
のプレゼンテーションを渋川市勤労福祉
センターで月1回実施した。

1,841 産業政策課

49 3 1 勤労者生活資金融資

勤労者の生活の安定を図るため、低金利で資金を
融資する。

継続

令和4年度　新規0件　継続0件

1,600 産業政策課

50 3 1 ○
新規学卒者地元就職応援
事業

企業が抱える人手不足、人材育成、雇用定着と
いった課題に対応するため、市内中小企業に正規
雇用された新規学卒者へ渋Payポイントを付与す
る。（本市出身の大卒Uターン者に対しては加算
有）
新規学卒者の採用に向けてインターンシップを受
け入れる事業所への支援を行う。

未着手

令和6年度より新規実施

4,671 産業政策課

51 3 2
こども安心防災備蓄品整
備事業

子育て世帯への支援として、災害発生時における
避難所での生活の際に、プライバシーの確保等を
行い、子育て世帯が抱える生活への不安や不便を
解消し、子育てしやすい環境づくりに取り組む。 継続

子育て世帯への支援として、災害発生時
に迅速に対応できる乳児用のミルク
（粉・液体）、ほ乳瓶、紙おむつ及び
ウェットティッシュを備蓄した。 177 危機管理室

52 3 2 恋活プロジェクト事業

出会い交流イベント事業を行う民間団体に補助金
を交付する。

継続

出会い交流イベント事業等を行う民間団
体を広報、ホームページで募集したが、
現時点(令和6年1月末)まで申請なし。

200 こども政策課
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１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

53 3 2 ○ ほめ育推進事業

子どもの健全な成長や自己肯定感を高めるため、
ほめて育てる子育てを推進する。
群馬県が取り組む講座「ほめて育てるコミュニ
ケーション・トレーニング（通称：ほめトレ）」
を開催する。
子育て応援ウェブサイト「しぶかわ子育て応援な
び」上で、子どもをほめる、子どもの気持ちに共
感することによる子育てへの効果等を発信する。

未着手

令和6年度より新規実施

120 こども政策課

54 3 2

ファミリー・サポート・
センター運営事業
（産前・産後サポート事
業含む）

「子育ての手伝いをしてほしい人」と「子育ての
支援を行いたい人」を会員登録し、会員同士の相
互援助により、仕事と子育ての両立ができる環境
を整備する。
また、平成30年度から利用料金の一部引き下げを
行い、短時間利用の促進を図る。

継続

ＮＰＯ法人に運営を委託している。
子育ての支援を行いたい会員について
は、研修等による資質向上を図るととも
に、継続して募集を行っている。
会員 1,349人(令和6年1月末時点)
産前産後サポート事業利用件数 18件

9,155 こども支援課

55 3 2
渋川すこやかプラザ管理
事業

渋川すこやかプラザの維持管理を行う。
遊具施設の運営及び多目的ホールの貸出
ファミリー・サポート・センターや福祉専門学校
との連携、子育て総合窓口の開設。 継続

渋川市子育て支援センター、屋内遊具施
設、多目的ホール、子育て総合窓口を運
営した。

22,369 こども支援課

56 3 2 赤ちゃんふれあい事業

若い世代への生活設計の意識付けとして、中学生
が赤ちゃんとその保護者とふれあい、命の尊さや
子育ての素晴らしさを体験する教室を実施する。

継続

ＮＰＯ法人に業務委託して実施。
・実施日程　9月6日～12月7日
・市内全中学校（9校、18クラス）、対
象生徒数525人、赤ちゃん数107人 544 こども政策課

57 3 2
公立保育所運営事業
（うち休日保育実施分）

保護者の就労等で保育を必要とする児童の保育需
要に対応し、子育てと就労の両立を支援するた
め、休日保育を実施する。

継続

伊香保こども園において受入体制が整っ
ているが、利用者はいなかった。

606 こども支援課

58 3 2 こども夢基金

本市の子どもたちの健やかな成長に資するための
基金の積立てを行う。
※平成28年3月、渋川市こども夢基金条例を制定
し、土地貸付料相当額、渋Pay１％応援金、寄附金
等を積立てている。

継続

積立額　31,092千円（R6.2.15現在）
取崩額　33,330千円（見込 8事業に充
当）   
基金残高（R5年度末残高見込）116,389
千円

31,182 こども政策課

59 3 2
子育てスキルアップサ
ポート事業

子育て世代の保護者を対象として、講座を開催
し、子育てに関する知識を持った人材の育成と子
育て世代のネットワークを構築する。

継続

子育て支援講座を実施した。
・第1回 幼少期から始める性教育(参加
者14人)
・第2回 就学前の子どもの心の発達と親
の関わり方(参加者7人)
・第3回 メディアとのつきあい方(参加
者8人)

103 こども政策課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

60 3 2 子育て支援センター事業

未就園児を対象とした子育て支援事業を子育て支
援総合センター、公立及び民間の保育所・幼稚
園・認定こども園で実施する。
また、福祉専門学校との連携により遊びの広場
「おひさま」を実施する。

継続

子育て支援総合センター、公立保育所等
9施設及び民間保育所等9施設で未就園児
を対象とした子育て支援を実施した。
福祉専門学校との連携による遊びの広場
「おひさま」を実施した（全5回実施（5
月、7月、9月、12月、1月、親子395人参
加））。

102,990 こども支援課

61 3 2
はじめての英語ふれあい
事業

保育所、幼稚園及び認定こども園において、幼少
期から楽しみながら英語にふれあう環境を整える
ため、園児に対する英語活動を実施する。

継続

公立施設は、外国人講師を派遣して、3
歳児～5歳児を対象に、1施設当たり年18
回実施（1クラス20分～30分）。
民間施設は、1施設当たり50千円を補
助。

3,370 こども支援課

※令和5年度から「英語ふれあ
い支援事業」を統合

62 3 2 手話あそび体験事業

「共生社会実現のまち渋川市」を推進するため、
園児が視覚的な表現によるコミュニケーション方
法に触れ、お互いを尊重し支え合う大切さを知る
きっかけとなるよう、保育所、幼稚園及び認定こ
ども園において、遊びながら手話にふれあう機会
をつくる。

継続

5歳児を対象に、20施設で1施設当たり年
2回（1回30分）を計39回実施（感染症流
行により1回中止）。

600 こども支援課

63 3 2 キッズゾーン推進事業

保育所、幼稚園、認定こども園及び子育て支援総
合センターにおける園外活動等で、日常的に集団
で移動する経路の交通安全意識の高揚を図るた
め、令和元年度に設定した全てのキッズゾーン
（施設を中心とする半径500ｍの範囲内）に1基以
上の看板を設置する。

完了

キッズゾーン看板の未設置2ゾーンに看
板を各1基設置。

- こども支援課

※令和2年度まで「キッズゾー
ン設置事業」として実施
※令和5年度をもって廃止

64 3 2 ○
こども家庭センター運営
事業

これまでの「子ども家庭総合支援拠点」（児童福
祉）と「子育て世代包括支援センター」（母子保
健）の両機能を「こども家庭センター」に統合
し、一体的な相談支援のための職員体制を十分に
確保すること等で、情報を共有しやすくし、対応
の迅速化や相談体制の充実・強化を図る。

未着手

令和6年度より新規実施

13,540 こども支援課

65 3 2 ○ こどもの進学応援事業

ひとり親及び低所得世帯のこどもの進学に伴う受
験料や模試費用を支援することによりこどもの
チャレンジを後押しする。
補助金上限額：受験料補助53,000円
　　　　　　　(市独自上乗せ＋10,000円)、
　　　　　模試費用(高3:8,000円)(中3:6,000円)

未着手

令和6年度より新規実施

7,309 こども支援課

66 3 2 ○ 放課後児童健全育成事業

共働き家庭などの留守家庭で、小学校に就学して
いる児童に対して、授業終了後に専用施設、学校
の空き教室等の放課後児童クラブにおいて、適切
な遊び及び生活の場を与えその健全育成を図る。 継続

14運営団体21クラブに運営委託
利用児童数：843人
委託料(見込み)：153,966,383円
補助金(見込み)：2,460,000円
支援員等資質向上研修：4回実施

194,634 こども支援課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

67 3 2 ○ 児童手当支給事業

家庭等の生活の安定に寄与すること。また、次世
代の社会を担う児童の健やかな成長に資すること
を目的とする。
【制度改正】令和6年10月～
・高校生世代まで支給対象を拡大・所得制限の撤
廃・第３子以降手当額倍増・支給回数の増

継続

延べ児童数：76,226人
支給額（見込み）：839,775,000円

988,569 こども支援課

68 3 2 ○ 保育人材確保対策事業

保育従事者が市内の保育所、認定こども園又は幼
稚園に勤務して教育・保育にやりがいと魅力を感
じることができ丁寧に子どもと向き合えるように
するため、保育人材の確保、育成及び定着に向け
た取組を行う。
・保育人材の確保　保育人材バンクの運営、保育
の仕事体験ツアーの実施、保育の仕事やりがい魅
力発信ブックの作成
・保育人材の育成　保育人材育成講座の開催、保
育スキル向上研修参加の推進
・保育人材の定着　保育支援者の配置

未着手

令和6年度より新規実施

19,083 こども支援課

69 3 2 ○ こども誰でも通園事業

市内の全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良
質な成育環境を整備するとともに、市内の全ての
子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタ
イルにかかわらない形での支援を強化するため、
現行の幼児教育・保育給付に加え、月一定時間ま
での利用可能枠の中で、保護者の就労要件を問わ
ず時間単位で柔軟に利用できる新たな通園給付と
なる「こども誰でも通園制度（仮称）」の創設を
見据え、試行的事業を実施する。

未着手

令和6年度より新規実施

7,478 こども支援課

70 3 2 ○
医療的ケア児支援事業
（教育・保育施設）

医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する
法律に基づき、医療的ケア児を保育所、認定こど
も園又は幼稚園において受入れ、医療的ケア児及
びその家族に対して、適切な支援を行う。 継続

第五保育所において１人、渋川幼稚園に
おいて１人の医療的ケア児を受け入れ
た。

13,373 こども支援課

71 3 2 ○
保育料の完全無償化等の
市独自の上乗せ支援

　保護者の経済的負担を軽減して、安心して子ど
もを産み育てられる環境を形成するため、国が行
う幼児教育・保育の無償化に加えて、市独自の上
乗せ支援による「保育料の完全無償化」、「副食
費の免除対象拡大」、「施設等利用費の支給対象
拡大」を実施する。 継続

・保育料の完全無償化
　対象者数　延べ6,928人
　対象額　131,193,880円
・副食費の免除対象拡大
　対象者数　延べ5,756人
　対象額　25,902,000円
・施設等利用費の支給対象拡大
　対象者数　延べ107人
　対象額　1,800,500円

164,531 こども支援課

※令和５年度まで別事業とし
ていた「保育料の完全無償
化」を含む

72 3 2 不妊治療費助成事業

不妊治療を受ける夫婦の経済的負担を軽減するた
め、一般不妊治療費及び特定不妊治療費の一部を
助成する。

継続

不妊治療を受ける夫婦の経済的負担を軽
減するため、一般不妊治療費特定不妊治
療費の一部を助成した。

7,049 健康増進課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

73 3 2

母子保健事業
（妊産婦健康管理事業、
産後ケア事業、乳幼児健
康診査事業、母子保健相
談事業、妊産婦・乳幼児
指導事業、未熟児養育医
療費給付事業）

妊産婦健康管理事業や乳幼児健康診査事業、母子
保健相談事業、妊産婦・乳幼児指導事業、思春期
保健対策などを実施する。

継続

妊産婦健康管理事業や乳幼児健康診査事
業、母子保健相談事業、妊産婦・乳幼児
指導事業、思春期保健対策などを実施し
た。

74,001 健康増進課

74 3 2
すこやか子育て発達支援
事業

就園から就学に至る期間において、発達に心配の
ある幼児を持つ養育者が気軽に相談できる場と教
室を実施し、切れ目ない支援を行う。
教室に来所している幼児の通う幼稚園や保育園
に、心理士と保健師が出向き、幼児の行動観察を
行い、保育士や幼稚園教諭に助言指導を行う。
発達障害（特性）のある子どもの早期発見や特性
に応じた早期支援の充実を図り、小学校へのス
ムーズな移行を行うため、「親子サポート充実事
業」を実施する。
令和2年度から、就学から18歳までの発達障害や発
達に特性のある児童と保護者を対象に、専門ス
タッフによる個別相談や指導などを行う「こども
発達相談室」を開設した。

継続

各支援事業を実施し、子どもの成長や発
達の状況に合わせて切れ目のない支援を
行った。
新たな取組として、保護者との共通認識
の機会を増やし早期支援に繋げるため、
健診フォローアップ園訪問を実施した。

27,354 健康増進課

75 3 2 不育症治療費助成事業

「不育症」の治療（検査）を受ける夫婦に対し、
医療費の一部を助成する。

継続

「不育症」の治療（検査）を受ける夫婦
に対し、医療費の一部を助成した。

110 健康増進課

76 3 2 学校給食費の無償化

学校給食費の無償化を行い、児童・生徒の保護者
の負担軽減を図ることで、本市の人口減少対策を
推進する。

継続

子育て世代の負担軽減を図るため、令和
5年度も引き続き、市立小中学校に通学
する児童・生徒の学校給食費の無償化を
実施している。 276,479 教育総務課

※令和3年度以前は学校給食課
所管

77 3 3 共生社会推進事業

ホストタウン相手国や姉妹都市の文化を理解する
展示会、講演会を実施する。
市民や企業を対象に、社会にある障害という課題
の理解、意識の変革に向けた、講演会や交流会を
実施する。
共生社会の実現に向けた取組の輪を広げ、機運の
醸成を図るため、市と地域の多様な主体が「共生
社会実現のまち　渋川市」共同宣言を行う。
車椅子利用者や高齢者がバリアフリー情報を事前
に知り誰もが安心して楽しめる「渋川・伊香保温
泉バリアフリーマップ」を作成する。
共生社会推進に向けシンボルマークの制定、啓発
品を作製し機運の醸成を図る。

継続

10月を「共生社会実現のまち渋川市推進
月間」として啓発を実施した。
心のバリアフリーセミナーを実施した。
（小学校7校、中学校4校、共同宣言団体
5回、職員1回）
「共生社会実現のまち　渋川市」共同宣
言の署名を実施した。
署名団体数　81団体（令和6年1月末時
点）
渋川・伊香保温泉バリアフリーマップを
活用したまちあるき点検を実施した。
ハワイ郡及びフォリーニョ市との姉妹都
市児童作品展等を実施した。

1,818 政策戦略課

※令和6年度から、国際交流に
係る事業を「国際交流推進事
業」に移管
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

78 3 3 ○
ひきこもり居場所づくり
事業

市内に居住するひきこもり状態にある人に対し、
居場所や活動の提供を通じて、社会とのつながり
をつくり、その人らしい生活ができるよう支援す
る。 未着手

令和6年度より新規実施

2,000 地域包括ケア課

79 3 3
地域共生型地域包括ケア
システム構築事業

地域共生社会の意識醸成及び地域の組織力強化を
図るため、職員、市民及び関係団体等を対象に講
習会を開催する。

継続

群馬県と群馬県社会福祉協議会が主催し
た「令和5年度地域共生社会推進セミ
ナー」を、福祉部職員及び民生委員児童
委員が受講し、地域包括ケアシステムに
ついて理解を促進

100 地域包括ケア課

80 3 3
成年後見制度利用促進事
業

成年後見制度の利用を促進するため、渋川市成年
後見サポートセンターや渋川市成年後見制度利用
促進審議会を運営する。

継続

成年後見サポートセンターを運営した。
パンフレット、講習会による制度の周知
職員による一般相談 23件
専門職による無料相談 15件
成年後見制度利用促進審議会を8月に開
催した。

238 高齢者安心課

81 3 3 店舗改装等助成事業

買い物環境の向上を図るため、来客型店舗の改装
や備品購入に係る費用の一部を補助する。
また、共生社会実現に向けた改装等に対して、補
助金を加算する。　 継続

令和５年度
店舗バリアフリー改装等助成事業
申請件数　２件
（飲食サービス業１件、生活関連サービ
ス業１件）

6,250 産業政策課

※令和4年度まで「共生社会実
現に向けた商店改装等応援事
業」として実施
※令和5年度は「店舗バリアフ
リー改装等助成事業」として
実施

82 3 4 子どもの学習支援事業

経済的に厳しい状況にある世帯の中学生が希望す
る進学等を果たせるように、学力の向上、学習の
習慣化等を支援するとともに、当該世帯が抱える
問題や不安に対し助言や支援を行う。 継続

利用希望者に対し学習支援員による個別
訪問形式の支援を実施（利用者10名）

2,808 地域包括ケア課

83 3 4
小学校スタディアシスタ
ント事業

小学校低学年の児童一人ひとりの学習が成立する
よう児童の支援や担任の授業補助を行うために、
スタディアシスタント（学習補助員）を配置す
る。 継続

市内9校に23人を配置し、児童一人ひと
りの学習が成立するよう、個々の児童の
学習状況を把握し担任のサポートを行う
など、効果的に活用した。
令和5年度は、在籍人数が多い特別支援
学級にも配置した。

19,998 学校教育課

84 3 4 学校教育充実事業

各小中学校において自主的・創造的な取組が行わ
れている状態を目指し、学校緑化事業や福祉教育
事業、豊かな体験活動、総合的な学習等の事業、
情操教育を実施し、各学校の特色を活かした教育
活動を推進する。

継続

小中学校において自主的・創造的な取組
が行われるよう教育活動を推進した。
サクソフォンやフルート等の楽器を6台
購入した。
理科用機材等を46個購入した。
体育用授業マット等教育用備品を28点購
入した。

27,259 学校教育課

85 3 4
学力向上推進事業（小・
中学校）

児童の学力及び体力の向上を図るため、全国的に
標準化されたテストを行い、本市の児童の実態を
的確に把握し、自ら学ぶ意欲や社会の変化に主体
的に対応できる能力の育成及び基礎的・基本的な
内容定着のための指導を充実させる。

継続

標準学力検査及び体力テストを全児童生
徒(学力検査は小学校2年生以上)を対象
に実施し、学力並びに体力の実態を把握
した。また、分析結果を活用し、授業の
改善を図った。

6,101 学校教育課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

86 3 4 中学生海外派遣事業

本市の中学生をオーストラリア、ニュージーラン
ドに派遣し、豊かな国際感覚を身につけた人材の
育成を図る。

継続

社会情勢を考慮した結果、令和4年度の
派遣を行わないこととした。

0 学校教育課

※事業形態については、社会
情勢を踏まえて検討中

87 3 4
小中学校教育活動支援事
業

児童生徒の学習に少人数授業や習熟度別学習、
ティームティーチングによる指導を積極的に取り
入れ、学習全般での支援等を行うため、非常勤教
員（マイタウンティーチャー）を配置する。 継続

マイタウンティーチャー23人を配置し、
児童生徒の学習に少人数授業や習熟度別
学習、ティームティーチングによる指導
を積極的に取り入れ、学習全般での学習
支援等を行った。

55,062 学校教育課

88 3 4 小中学校不登校対策事業

小中学校における不登校予防及び不登校児童生徒
に対して、心情に寄り添い個に応じた支援をする
人材（ウォームアップティーチャー）を配置す
る。 完了

ウォームアップティーチャー8人（小学
校2人、中学校6人）を配置し、小中学校
における不登校予防及び不登校児童生徒
の心情に寄り添い、個に応じた支援を
行った。

- 学校教育課

※令和6年度から「不登校対策
ウォームアップ事業」に統合

89 3 4 ○
不登校対策ウォームアッ
プ事業

小中学校における不登校予防及び不登校児童生徒
に対して、心情に寄り添い個に応じた支援をする
人材（ウォームアップティーチャー）を配置す
る。また、校内の不登校対応のセンター的役割を
果たすために、校内教育支援センターを設置す
る。

未着手

令和6年度より新規実施

8,343 学校教育課

※令和6年度から「小中学校不
登校対策事業」を統合

90 3 4
スクールアドバイザー事
業

学校が、不登校やいじめ、保護者との関わり等で
調整が困難な状況になった場合 、または、それを
未然に防ぐために、専門的、客観的な助言のでき
る人材（スクールアドバイザー）を派遣する。 継続

学校の現状把握のための巡回訪問（23校
各1回）のほか、要請による訪問（7校延
べ18回）を実施した。

632 学校教育課

91 3 4
教育ＩＣＴ活用促進プロ
ジェクト

小中学校全教室に導入した大型電子黒板及び1人1
台端末等のICT教育機器が、GIGAスクール構想の趣
旨に沿って有効に活用され、授業者による質の高
い教育を支援する事を目的にGIGAスクール推進室
を設置して、計画的な導入・支援を図るととも
に、今後のあり方を探る。
また、小中学校における情報教育を推進するた
め、専門的な知識を有する非常勤教員（ICT支援
員）を配置する。

継続

IＣＴ教育機器の整備・維持のほか、Ｉ
ＣＴアドバイザー及びＩＣＴ教育推進員
による計画的な支援を実施した。

64,354 学校教育課

※令和3年度から「学ぶ楽しさ
を味わうＩＣＴ活用推進事
業」を統合
※令和4年度から「ＧＩＧＡス
クール構想に関する事業」を
統合

92 3 4 ○
渋Ｐａｙ１％応援金活用
魅力ある学校づくり事業

渋Ｐａｙ1％応援金（売上1％の事業者負担分）を
活用し、児童生徒の意見を参考にしながら、各小
中学校における教育活動に必要な備品を購入す
る。 未着手

令和6年度より新規実施

6,900 学校教育課
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２　主要事業一覧

No.
基本
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事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
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■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

93 3 3 ○ 国際交流推進事業

国際化に対応したまちづくりの推進のため、渋川
市国際交流協会に対する支援と国際友好・姉妹都
市との交流の推進（国際友好・姉妹都市：オース
トラリアローガン市、イタリアフォリーニョ市・
アバノテルメ市、アメリカハワイ郡、ニュージー
ランドファカタネ市）

未着手

令和６年度より新規実施

2,952 市民協働推進課

※令和5年度まで「共生社会推
進事業」の一部として実施

94 3 5
男女共同参画社会実現事
業

男女が共に家庭、地域、社会のあらゆる分野で責
任を担い、個人の人権を尊重することのできる社
会構築を目指して各種事業を実施する。

継続

性の多様性を理解するリーフレットを作
成し、中学2年生に配布した。
ワーク・ライフ・バランス講座では親子
ふれあい遊びを行い、男性の育児参加を
促進した。
一般市民向けに多様な性を理解するセミ
ナーとアンコンシャス・バイアス職員研
修会を実施した。

3,620 政策戦略課

※令和5年度まで「男女共同参
画推進事業」として実施

95 4 1 ○
渋川駅前広場利活用モデ
ル創出事業

渋川駅前広場を活用した、にぎわいの創出や地域
の活性化を図るための事業提案と実施者を公募
し、実施する事業者に補助金を交付する。
また、各種イベント用の備品等を購入する。 未着手

令和6年度より新規実施

8,220 政策戦略課

96 4 1 地球温暖化対策推進事業

電気自動車等の普及を図るとともに、環境に優し
い地域づくりを目的として、道の駅（おのこ及び
こもち）に設置した電気自動車急速充電器の維持
管理を行う。
家庭における温室効果ガスの排出抑制及び災害に
強いまちづくりを推進するため、温暖化対策設備
等を導入した市民に対し、費用の一部を補助す
る。

継続

急速充電器利用件数
・道の駅おのこ　598件
・道の駅こもち　1,089件
補助金交付件数
・蓄電池　　　　48件
・ＨＥＭＳ　　　 7件
・太陽光　　　　19件
・Ｖ２Ｈ　　　　 1件
・ＥＶ・ＰＨＶ　33件
・普通充電設備　18件

7,108 環境森林課

97 4 1 ○
自治会活動拠点整備支援
事業

町内会館の新増築、修繕、バリアフリー化等及び
広場等の造成整備に要する費用の一部を補助す
る。

未着手

令和6年度より新規実施

11,943 市民協働推進課

98 4 1
渋川駅前交流センター事
業

にぎわいのある中心市街地の再生に積極的に取り
組むため、JR渋川駅前の空き店舗を活用し、コ
ミュニティスペースを設置する。

継続

施設の適切な運営維持管理を実施

9,960 産業政策課
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２　主要事業一覧
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「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

99 4 1
にぎわいイベント創出事
業

地域のにぎわいを創出し活性化を図ることを目的
として実施する事業に対し、補助金を交付する。
ＭＭ－１（まんなかまんじゅうフェスティバ
ル）、もつファイト、1000人ROCK Fes Gunma及び
渋川駅前広場をはじめ、中心市街地等で実施する
にぎわいイベントへの補助をする。

継続

・ＭＭ－１（まんなかまんじゅうフェス
ティバル）
　来場者数　2,000人
　参加店舗数　11店舗
　補助金額　50千円
・1000人ROCK Fes Gunma
　来場者数　約2,000人
　参加者数　約600人
　補助金額　1,500千円
・七夕事業
　補助金額　69,730円
・パンケーキ甲子園
　来場者数　約1,500人
　補助金額　1,000千円
【無指定イベント】
・Garden　補助金額　100千円
・ハロウィンイベント
　来場者数　約300人
　補助金額　100千円
・映画上映会＆天体観測会
　補助金予定額　78千円
・あそびとアートの出会いの広場
　補助金予定額　100千円
・SL・ELぐんま伊香保運行記念イベント
　補助金予定額　100千円
・シキシマエキマエピクニック2024
　補助金予定額　100千円

3,450 産業政策課

100 4 1
元気な中心市街地にぎわ
い創出事業

中心市街地活性化プランに基づき、中心市街地の
活性化に向けた取り組みを進めていく。
実施にあたっては「まちづくり市民サポーター」
を軸に、中心市街地の商業者等とも連携し、官民
協働の視点で継続的なまちづくりを進める。
また、大学や市内高校等との連携を進めていく。

継続

まちづくり市民サポーターが中心となっ
てイベントを実施。
・うたごえサロン（4回）
・七夕イベント
・屋台村
・ハロウィンイベント
・GO TO MUSIC
・渋川まちなかイルミネーション
・地下道清掃

861 産業政策課

101 4 1 ○
商店街活性化イベント等
促進事業

商店街の活性化と魅力あるまちづくりの促進を目
的として、特色あるイベント等を実施する商店街
等に対して費用の一部を補助する。
令和６年度からは、地元有志等による実行委員会
が開催する歩行者天国の実施費用の一部を補助す
る。

継続

・まちなかイルミネーション
・四ツ角イルミネーション
・振興組合運営費

3,200 産業政策課
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「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

102 4 1
しぶかわde創業チャレン
ジ支援事業

　市内で新たに創業する人に対して、創業に要す
る経費（事業所の新設・増改築、設備・大型備品
購入、広告宣伝費、官公庁手続き費用等）の一部
を助成する。令和６年度からは、都市機能誘導区
域内での創業と市内在住の申請者に補助金を加算
する。
　また、令和２年度までの「まちなか空き店舗活
用にぎわい創出事業」及び「空き店舗活用開業支
援事業」に係る家賃補助を令和５年度まで継続し
て支給する。

継続

【創業支援】
交付決定数：9件、4,386千円

【家賃補助】
交付決定数：5件　1,557千円

5,500 産業政策課

※令和5年度から「しぶかわ創
業開業支援事業」に代わり実
施

103 4 1 ○
らくらく交通サービス
（ＭａａＳ）推進事業

公共交通の利便性向上を図るため、ＧｕｎＭａａ
Ｓに参画し、公共交通に係る経路検索サービス及
び予約サービスを一体的に提供する。
マイナンバーカードと交通系ＩＣカードの連携に
より、タクシー・バス等利用時の決済に対する割
引の仕組みを構築する。
マイナンバーカードと交通系ＩＣカードの連携登
録支援を実施する。

未着手

令和6年度より新規実施

39,164 交通政策課

104 4 1
ＪＲ八木原駅周辺整備事
業

八木原駅の自由通路、駅舎、東西駅前広場及び東
側アクセス道路を整備する。

継続

前年度に締結した協定により、自由通路
及び駅舎整備詳細設計を実施（R6まで）
自由通路及び駅舎整備詳細設計に併せ
て、東西駅前広場詳細設計を実施（R6ま
で）
西側駅前広場事業用地の取得は、5月に
完了した。
東側アクセス道路事業用地は、前年度に
引き続き地権者交渉を行った。

192,944 交通政策課

105 4 1
都市計画マスタープラン
策定事業

まちづくりの基本的な方針である、渋川市都市計
画マスタープランは、都市計画法に基づき、平成
２４年に策定された。策定後の社会経済情勢の変
化に対応するため、令和２年１２月に改定を行っ
た。

継続

各関連計画との整合を図りながら、渋川
市都市計画マスタープランの進捗管理を
行った。

0 都市政策課

106 4 1 都市計画再編推進事業

都市計画再編方針に基づき、土地利用規制及び都
市計画道路の見直しを推進する。土地利用規制の
見直しでは、渋川駅西側地区及び八木原駅周辺地
区の地区計画を策定する。また、都市計画道路の
見直しでは、既存の都市計画道路の廃止・変更を
行う。

継続

吉岡バイパス延伸道路に関して、群馬県
及び吉岡町と協議を行った。
令和5年7月に都市計画道路の廃止・変更
を行った。 0 都市政策課

107 4 1
渋川駅周辺地域再生構想
推進事業

渋川駅周辺地域において、都市のスポンジ化など
のまちの課題に取り組み、都市拠点の再生を図る
ため、令和３年１１月に当該地域の再生構想を策
定する。
令和４年度以降は、構想推進のため、公共空間を
活用した実証実験の実施を検討する。

継続

構想推進のため、公共空間等を活用した
実証実験を2回実施した。

0 都市政策課
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「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

108 4 1 渋川駅周辺整備事業

立地適正化計画及び渋川駅周辺地域再生構想の策
定に先行して、鉄道利用者の多様なニーズに適応
した渋川駅の再整備を行う。

継続

・渋川駅前広場タクシ－シェルタ－整備
工事を実施。
・渋川駅前広場地下歩道シェルタ－整備
工事を実施。（令和6年度へ繰越）

(55,881)
96,282

都市政策課

109 4 1 高齢者外出支援事業

タクシー利用券の交付による利用料金の一部助成
や、市内バス利用業者との連携によるバス利用料
金の半額割引を実施することで、高齢者の外出・
移動を支援する。 着手

運転免許証を保有していない75歳以上の
人に対し｢タクシー利用券｣48枚を交付し
た。
　また、市内バス事業者と連携して、市
内に居住する満65歳以上の高齢者のバス
利用料金半額補助を行った。

45,749 交通政策課

110 4 1 バス交通活性化推進事業

　補助対象路線の運行の用に供するために、バス
車両を購入もしくは更新するバス事業者に対し
て、補助金を交付する。
　バス利用の利便性を向上し利用を促進するた
め、バスマップの作成を行う。

継続

バス利用の利便性を向上させ、利用を促
進するため、①車両更新補助4台(中型バ
ス1台、小型バス1台、ワゴンタイプ2
台）、②交通系ＩＣ導入整備補助（1台
分）、③市内バスマップ（全体、デマン
ド、伊香保タウンバス）更新、④乗合バ
ス停留所の整備、⑤デマンドバス予約配
車システムの運用、⑥デマンドバスの市
民の試乗体験を実施した。

40,020 交通政策課

111 4 1
居住誘導区域定住促進事
業

渋川市立地適正化計画に定める居住誘導区域（渋
川市役所周辺・渋川駅周辺、八木原駅周辺）の定
住を促進するため、居住誘導区域内に住宅を取得
する市民に対して補助金を交付する。 継続

渋川市立地適正化計画「防災指針」策定
に伴い、ハザード加算、耐震加算の項目
を追加し、補助額を50万円（基本額20万
円＋加算額最大30万円）から60万円（基
本額20万円＋加算額最大40万円）に拡充
した。

8,700 都市政策課

112 4 2 消防団装備拡充事業

市民の生命と財産を守ることを目的とし、かつ、
消防団員の安全対策、救助活動等の新たな役割へ
の対応、大規模火災等に対応するため装備を充実
させる。 継続

無線機、受令機バッテリー更新計画に基
づき、消防団無線機バッテリーを59個交
換した。
背負式消火水のうを10基購入した。 684 危機管理室

113 4 2 ○ 消防団適正配置推進事業

消防団の適正配置に向けた検討を実施する。

未着手

令和6年度より新規実施

19 危機管理室

114 4 2
自主防災組織活動支援事
業

市の総合防災訓練の実施や、自主防災組織への活
動支援を行う。
「自主防災組織等活動支援補助金」の対象事業
に、新たに体制強化事業（地区防災計画や地区防
災マップ等の作成により体制を強化した団体に対
する補助）を追加する。

継続

自主防災組織の活動を支援するため、引
き続き自主防災組織が実施する資機材整
備に対して補助を行った。
気象防災アドバイザーを任用し、より一
層の防災体制の強化を図った。

5,694 危機管理室
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115 4 2 空家等対策推進事業

空き家等及び空き地を適切に管理することによ
り、市民の生活環境の保全を図る。
関係団体との連携により、空き家等及び空き地の
利活用を促進させ、空き家等の解消に取り組む。 継続

月1回の空き家無料相談、年1回の日曜無
料空き家相談会の実施、空き家バンク制
度運用、空き家セミナー開講などにより
空き家等の適正管理と解消を図った。
地域おこし協力隊により空き家利活用を
推進した。

5,300 市民協働推進課

※令和4年度から「空家活用モ
デル事業」を統合

116 4 2
安全安心まちづくり推進
事業

犯罪を未然に防止し、市民が安心して暮らせるま
ちづくりを推進する。

継続

第4次安全で安心なまちづくりを推進す
るための計画（令和5～9年度）を推進し
た。
青色防犯パトロール車によるパトロール
を363回実施し、防犯活動用品購入のた
め、1団体に補助金を交付した。

4,364 危機管理室

117 4 2 交通安全施設整備事業

防護柵、反射鏡、区画線の設置、街路灯の修繕な
どによる、市民が安心して通行できる交通安全施
設の整備を行う。

継続

道路照明灯修繕、道路反射鏡の設置、区
画線設置工事を実施した。

34,510 土木維持課

118 4 2 管渠整備事業

管路施設（管渠、取付管、マンホールポンプ等）
の整備を計画的に実施する。

継続

管渠整備
　公共下水道　L=1557.6m
　特環下水道　L=990.2m
整備済み面積　
　公共下水道  A=940.12㏊
  特環下水道  A=532.45㏊

607,248
(13,645)

業務課

119 4 2 ポンプ場整備事業

 管路施設及び処理場施設を補完するためのポンプ
場施設の整備を計画的に実施する。

継続

下水道施設耐水化計画の検討を行った。

0 業務課

120 4 2 処理場整備事業

管路施設に接続して下水を処理する処理場施設の
整備を計画的に実施する。
長寿命化計画（物聞沢）やストックマネジメント
計画（物聞沢・水沢）に則り再構築事業をを実施
する。

継続

渋川市物聞沢水質管理センター再構築工
事（土木工事一式、電気・水処理設備一
式）を実施した。 481,723

(242,000)
業務課

121 4 2 ＤＸ推進事業

　渋川市ＤＸ推進方針に基づき、市民サービスの
向上及び業務効率化を目的として、市公式LINEを
活用した情報発信やオンライン申請が可能なプ
ラットフォームを導入する。引き続きデジタルデ
バイド対策としてスマートフォン体験教室等を開
催する。
　業務の効率化を図ることを目的とし、ＲＰＡや
ＡＩ会議録作成支援システム等各システムの運
用、維持管理、公衆無線ＬＡＮ環境・Ｗｅｂ会議
環境整備及び維持する。

着手

　市公式LINEを機能拡張し、セグメント
配信が可能となったほか、オンライン申
請・予約、通報機能などを実装し、「ス
マホ窓口」を構築した。
　デジタルデバイド対策としてスマート
フォン体験教室等を開催した。
　引き続き、ＲＰＡやＡＩ会議録作成支
援システム等各システムの運用を図っ
た。

10,276 ＤＸ推進課

※令和5年度から「デジタル・
ガバメント推進事業」と「市
民生活デジタル化推進事業」
と統合し実施　
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122 4 2 ○
しぶかわ電子地域通貨事
業

　市内経済の活性化及び循環を図るとともに
キャッシュレス決済を推進するため、しぶかわ電
子地域通貨「渋Ｐａｙ」を導入した。市民が
チャージ（購入）した電子地域通貨を市内の加盟
店で買物などに使用できるもの。
　また、加盟店に決済額の１％を「将来世代の投
資」として負担してもらう仕組みとし、電子地域
通貨を使う市民、地域貢献として負担する事業
者、ポイントを付与しその仕組みを支える市が、
ともに支え合う地域社会の実現に取り組む。

継続

令和4年12月12日に導入したしぶかわ電
子地域通貨「渋Ｐａｙ」を拡充した。
①国の交付金を活用したポイント還元
キャンペーンの実施により、キャッシュ
レス決済の普及促進、利用者及び加盟店
を拡大した。
②他事業との連携によるコミュニティポ
イント付与により、地域コミュニティの
活性化と利用場面の拡大を図った。

140,967 ＤＸ推進課

123 4 3
地域の健康づくり推進事
業

自治会が広場や敷地に健康遊具を設置する費用を
補助する。
地域の健康づくり活動を通じて、地域コミュニ
ティの活性化を推進する。 完了

年度当初から、自治会や健康推進員等へ
事業のＰＲを行い、問合せは数件あった
が、補助金を申請する自治会は無かっ
た。 - 市民協働推進課

※令和5年度をもって廃止

124 4 3 手話普及推進事業

手話言語条例に基づき、手話を普及するため各種
事業を実施する。

継続

・手話奉仕員養成講座等の実施
・出前手話教室を開催し講師を派遣
・渋川広域圏で手話通訳者を設置
・受診や金融関手続きなどに手話通訳者
を派遣

6,566 地域包括ケア課

125 4 3
外国人介護人材確保対策
事業

介護分野の人材の確保と定着につなげるため、外
国人介護人材に対して、家賃補助、バスカード
（Ｒ４よりバス回数券）の交付及び日本語能力試
験受験料の一部助成を行う。 完了

住居確保支援（家賃補助）　8件
移動支援（バス回数券交付）　12件
コミュニケーション円滑化支援（受験料
補助） 4件 - 高齢者安心課

※令和5年度をもって廃止

126 4 3 ○
高齢者補聴器購入費助成
事業

高齢者のコミュニケーションの手段を確保すると
ともに、要介護状態になることの予防や引きこも
りの防止を図るため、聴力の低下により日常生活
に支障をきたしている高齢者に対し、補聴器の購
入費用の一部助成を行う。

未着手

令和6年度より新規実施

1,950 高齢者安心課

127 4 3
認知症高齢者等ＧＰＳ端
末貸出事業

認知症高齢者等が行方不明になることを防ぐた
め、ＧＰＳ端末を貸し出し、高齢者等の位置情報
の探索を行うことができるようにする。

継続

介護支援専門員、民生委員等に対し、本
事業を周知した。
令和6年度(1月末時点)　利用者14人

1,307 高齢者安心課

※令和3年度までは「徘徊高齢
者位置情報サービス事業」と
して実施

128 4 3
渋川ウォーキングチャレ
ンジ事業

健康維持のきっかけづくりとして「歩く」ことを
推奨し、その成果に応じて健康ポイントを付与す
る。健康ポイントが一定の水準に達した際にはイ
ンセンティブを付与する。 継続

健康維持のきっかけづくりとして「歩
く」ことを推奨し、その成果に応じて健
康ポイントを付与する。健康ポイントが
一定の水準に達した際にはインセンティ
ブとして渋Ｐａｙポイントを付与する。

14,832
健康増進課
保険年金課
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129 4 3

健康増進事業
（がん対策事業、がん検
診受診率向上事業、腹部
超音波検査事業、骨密度
検診事業、肝炎ウイルス
検診事業、歯周疾患検診
事業、わかば健康診査事
業、被生活保護者健康診
査事業、健康教育事業、
健康相談事業、口腔衛生
事業、健康推進員活動事
業、食生活改善事業、精
神保健福祉相談事業、骨
髄ドナー支援事業）

健康診査、各種がん検診、健康相談の実施と生活
習慣病予防のための受診勧奨や保健指導を実施す
る。

継続

健康診査、各種がん検診、健康相談の実
施と生活習慣病予防のための受診勧奨や
保健指導を実施した。
新たな取組として、受診率向上を図るた
め、初めて50歳になる市民を対象に胃が
ん検診(内視鏡検査)自己負担を無料で実
施した。

114,646 健康増進課

130 4 3

疾病予防対策事業
（感染症予防事業、新型
コロナウイルスワクチン
接種事業）

予防接種を実施することにより各種感染症を予防
する。

継続

予防接種法に基づく定期予防接種を実施
した。新たな取組として、おたふくかぜ
ワクチン任意接種費用の一部を助成し、
子育て世帯の経済的な負担を軽減した。
新型コロナウイルスワクチンの接種体制
を整備し、接種を実施した。

236,945 健康増進課

131 4 3 ラジオ体操普及推進事業

健康寿命の延伸、コロナ禍での運動不足解消、地
域交流の回復等を目的としたラジオ体操の普及推
進する。

継続

ラジオ体操指導員資格を取得できる講習
会の実施、事業所や任意の団体へのス
タートアップセットの配布、市内４ヶ所
でのラジオ体操会開催、巡回ラジオ体操
会の誘致及び共催により、市民にラジオ
体操を普及推進することができた。

605 スポーツ課

132 4 3
高齢者の保健・介護予防
一体化事業

75歳以上の後期高齢者の医療・介護レセプト、健
診のデータ等の分析を行い、医療関係団体と連携
し、地域の健康課題の把握、事業の企画等を行
い、介護予防事業および高齢者の保健事業を実施
する。

継続

関係課・医療専門職等による検討会を踏
まえ、小野上・子持圏域にて個別支援及
び通いの場への支援を実施した。
個別支援：延べ24回実施（支援実施 20
人）
通いの場への支援：延べ6回実施

449 介護保険課

133 4 4 地方公会計推進事業

毎年度、統一的な基準による財務書類を作成し、
財務分析に活用する。

継続

令和4年度決算に係る統一的な基準によ
る財務書類を作成し、財務分析に活用し
た。

627 財政課

134 4 4 公有資産経営事業

公共施設等総合管理計画（第1期実施計画）に基づ
く施設の適正管理を行う。
普通財産（土地、建物）の適正な管理運用に努め
るとともに、遊休資産の利活用等を図り、公有財
産のファシリティマネジメントを推進する。 継続

公共施設等総合管理計画（第1期実施計
画）の進行管理について、令和4年度末
時点の取組状況調査を実施し、庁議への
報告等による全庁的な周知を行った。ま
た計画の基礎資料となる施設カルテを作
成した。
普通財産（土地)及び不用となった公用
車の売払いを実施した。（売却額：土地
9,367千円、車両1,892千円）

56,826 財産活用課
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２　主要事業一覧

No.
基本
目標

施策
新規
掲載

事業名 事業概要（Ｒ２～Ｒ６）
Ｒ５
進捗

Ｒ５事業経過
事業費

（千円）
Ｒ６

主管所属
備考

■ 表の見方
１　掲載した事業は、総合戦略に掲載した主要な事業と、新規事業で主要な事業に相当する事業で構成されています。
２　主要な事業の中には、複数の事業を束ねて整理した事業があります。
３　Ｒ5進捗状況のうち、「継続」は令和4年度以前から着手し令和6年度以降に完了する事業、「着手」は令和5年度に着手し令和6年度以降に完了する事業、「未着手」は令和6年度以降に着手する事業、
「完了」は
　令和5年度に完了した事業です。

135 4 4 情報化推進事業

渋川ほっとマップメールの管理・運用を実施す
る。
フォトリポしぶかわの管理・運用を実施する。
汎用受付システム（電子申請・届出、施設予約）
の管理・運用を実施する。
渋川ほっとマップメールの配信システムが令和5年
度末にサービス終了するため、新たなメールシス
テムを導入する。

完了

ほっとマップメールの運用を継続しつ
つ、市公式LINEの機能改良に合わせて、
メールの内容が自動的にLINEで配信され
るよう連携を行った。
ほっとマップメールの配信システムが令
和５年度にサービス終了するため、後継
システムを選定し、新システム構築に向
けた準備を行った。
フォトリポしぶかわについては、アプリ
を用いてのサービスを令和6年1月に終了
し、市公式LINEの「スマホ窓口」にサー
ビス移行した。
渋川ほっとマップメール登録件数　　
17,330件
フォトリポしぶかわ　投稿件数　　37件

- ＤＸ推進課

※情報発信及びフォトリポし
ぶかわの機能については、令
和5年度中に、DX推進事業で導
入する市公式LINEを活用した
プラットフォームに引き継
ぐ。
※施設予約システムについて
は、群馬県情報化推進協議会
システムの共同利用が令和3年
9月末に終了。
※電子申請システムに係る費
用（負担金）は、令和4年度か
ら事業付け替え（県情報化推
進協議会へ）
※令和6年度から「情報システ
ム運用事業」に統合

136 4 4 ○ 情報システム運用事業

全庁の基幹系システム（住民情報・税情報・福祉
情報等）、LGWAN系システム（財務会計・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪ
ｱ等）及び機器・ネットワークの運用管理を行う。
令和6年度より、業務改善システム（ＲＰＡ・ＡＩ
－ＯＣＲシステム、会議録作成支援システム）の
運用管理を行う。
公衆無線LAN、Web会議環境の整備を行う。
渋川ほっとマップメールの運用管理を行う。

継続

全庁の基幹系システム（住民情報・税情
報・福祉情報等）、LGWAN系（財務会
計・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ等）システム及び機器・
ネットワークの運用管理を行った。
基幹系システムの標準化準拠システムへ
の移行（令和7年度予定）のための対応
を行った。

211,650 ＤＸ推進課

※業務改善システム（ＲＰ
Ａ・ＡＩ－ＯＣＲシステム、
会議録作成支援システム）の
運用管理及び公衆無線LAN、
Web会議環境の整備は、令和6
年度からＤＸ推進事業より事
業付け替え。
※令和6年度から「情報化推進
事業」を統合
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